
確かな安心、
あったか子育て推進予算

みんなで考えよう
おやべの予算

小矢部市

−令和８年度小矢部市予算の概要−
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 市民の皆さまをはじめ、ふるさと小矢部を応援していただいている多くの皆さま

には、日頃から小矢部市のまちづくりについて、深いご理解と温かいご支援・ご協

力をいただき厚くお礼申し上げます。 

本市では、令和５年７月の大雨災害及び令和６年元日の能登半島地震、令和７年８

月の大雨被害と３年間で３度の激甚災害に見舞われたところです。 
こうした中、激甚災害からのインフラや農地等の復旧、被災した本庁舎の整備など

復旧・復興にスピード感を持って取り組むとともに、人口減少、少子高齢化など先送

りできない重要な課題に対して、総力を上げて取り組んできたところです。 
令和８年度予算につきましては、「確かな安心、あったか子育て推進予算」をキャ

ッチフレーズとし、創意と工夫を凝らして編成しました。 

このキャッチフレーズには、３度の激甚災害を乗り越え、新庁舎整備事業をはじめ

とした災害に強い地域づくりを推進するとともに、屋内型こども遊戯施設整備事業や

小学校新入学祝い品支給事業などを通じて未来を担うこども達への支援を充実し、あ

たたかい子育て環境を実感できるまちづくりを推進していこうという思いを込めた

ものです。 
この予算に基づき、本年度、小矢部市が取り組む主要な事業や市の財政状況など

をまとめた“みんなで考えよう おやべの予算”を作成しました。市民の皆さまに

は、今後の小矢部市のまちづくりについて、様々なご意見をいただきたいと考えて

います。 

なお、本書は、職員が、すべての文章やレイアウトなどを考えて作成していま

す。また、市の仕事を幅広い世代の方にご理解いただけるよう、わかりやすい説明

を心がけ作成しています。 

これからも小矢部市が掲げる将来像『魅力・安心・充実 しあわせ おやべ』の

実現に向けた市勢の伸展を目指し、本市の持続的発展のため全身全霊を傾けて市政

に取り組んでいく決意でありますので、引き続き皆さまのご理解とご協力をお願い

申し上げます。 

 

小矢部市長 桜 井 森 夫  

令和８年２月 19 日 令和８年度予算記者発表 
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　一般会計の令和８年度予算（183億7,640万円）を、

年間収支500万円の家計に置き換えると

給与 398 万円
　　　基本給（市税収入など） 166 万円
　　　諸手当（国庫補助金など）                             232 万円
銀行からの借入 98 万円
貸したお金の返済金 4 万円

　（貸付金元利収入）

合計 500 万円

食費　（人件費） 75 万円
医療費など　（扶助費） 59 万円
ローン返済　（公債費） 44 万円
光熱費など　（物件費） 70 万円

123 万円
　（維持補修、投資的経費）
親戚への援助・町内会負担金 69 万円
　（補助費等）
家族への仕送り　（繰出金）　 40 万円
友人などへ貸すお金  12 万円
　（投資及び出資金、貸付金）

貯金等　（積立金、予備費） 8 万円

合計 500 万円

家・車・電化製品などの修理・買い替え

小矢部市の予算を家計に例えると

収入

支出
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令和８年度予算における主要事業を、５つの重点事業推進枠ごとに紹介いたします。

企画政策課 555万円

補助金 この事業に係る財源の内訳を表しています。

借入金 補助金：国や富山県からの補助金です。

その他 500万円 借入金：金融機関等からの借金です。

一般財源 55万円 その他：使用料や手数料、寄付金などです。

一般財源：市税など、市が負担する額です。

この事業の主な内容を表しています。

【新】：令和８年度からの新規事業です。

【拡】：令和８年度からの拡充事業です。

それ以外は、継続の事業です。

事業ごとに、万円単位での予算額も記載しています。

こども家庭課 795万円 こども家庭課 334万円

補助金 90万円 補助金 177万円

借入金 400万円 借入金

その他 19万円 その他 55万円

一般財源 286万円 一般財源 102万円

概
　
要

　保護者が働いている・働いていないに関係なく、生後６か
月から満３歳未満の保育所等に通っていないこどもが、月10
時間の範囲でこども園生活を体験できる「こども誰でも通園
制度」を令和８年４月から蟹谷こども園で開始します。

主
な
内
容

【新】会計年度任用職員人件費
【新】その他運営費

315
19

財
源

財
源

担当課 担当課

放 課 後 児 童 健 全 育 成 費

550
5

保 育 施 設 運 営 費

事業費 事業費

【新】基本設計委託料
【新】調査事務費

主
な
内
容

事業費：事業を行うための予算額を表しています。
（万円未満は、四捨五入）

屋 内 型 こ ど も 遊 戯 施 設 整 備 事 業 費

財
源

　全天候型の屋内型こども遊戯施設を整備するため、整備場
所や施設規模等といった施設の基本的な考え方を示す基本構
想、及び施設の具体的な整備内容を定める基本設計を策定し
ます。

概
　
要

担当課 事業費

概
　
要

　令和８年度の長期休暇期間において、放課後児童クラブの
利用申込数が定員を上回ったことに対応するため、旧おとぎ
の館を改修し、放課後児童クラブを臨時的に開設します。

主
な
内
容

【新】開設準備費
　　（夏季休暇に合わせ利用開始予定）
【新】運営費

545

250

確かな安心、あったか子育て推進予算

産み育てやすいまち「あったか子育て日本一」を目指して
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こども家庭課 341万円 教育総務課 269万円

補助金 74万円 補助金

借入金 210万円 借入金

その他 その他

一般財源 57万円 一般財源 269万円

教育総務課 14万円 学校給食課 6,723万円

補助金 補助金 6,723万円

借入金 借入金

その他 その他

一般財源 14万円 一般財源

概
　
要

　不登校児童生徒等の早期発見・早期支援に向けた、アウト
リーチ型支援を実施するため、教育支援センターにソーシャ
ルワーカー（困っている人の相談に応じ、支援につなげる専
門職）を配置します。

主
な
内
容

【新】教育支援センターソーシャルワー
　　　カーの配置

14

主
な
内
容

【新】小学校給食費無償化事業費
【拡】有機米給食実施費

6,689
34

財
源

概
　
要

　小学校の学校給食を無償化します。また、有機米（農薬や
化学肥料をできるだけ使わずに育てた米）を使った給食を2回
実施します。

母 子 保 健 推 進 費 事 務 局 運 営 費

事業費

財
源

担当課

概
　
要

　子育て支援・母子手帳アプリ「メルbaby」の機能を拡充
し、これまで窓口や郵送で行っていた妊産婦さんを対象とし
た手続き等をアプリから行えるようにします。

主
な
内
容

【拡】システム導入費
【拡】システム保守料
【拡】事務費

242
98
１

担当課

概
　
要

①ふるさとへの愛着や地域社会に貢献する気持ち「郷土愛」
を育むとともに、重いランドセルで通学する小学生児童の負
担を軽減するため、令和9年4月の小学校新入学生に対し、地
元企業が製作しているリュックを支給します。
②学校でのトラブルに対応するため、専門家である弁護士を
スクールロイヤーとして派遣します。

事業費 事業費

財
源

財
源

事業費担当課

給 食 セ ン タ ー 管 理 運 営 費不 登 校 児 童 生 徒 等 適 応 指 導 事 業 費

担当課

主
な
内
容

①【新】リュック購入費
②【新】スクールロイヤー（弁護士派遣
　　　　等）業務委託料

264

５

産み育てやすいまち「あったか子育て日本一」を目指して
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総務課 758万円 農林課 98万円

補助金 150万円 補助金 73万円

借入金 350万円 借入金

その他 その他

一般財源 258万円 一般財源 25万円

都市建設課 1,109万円 行政マネジメント課

補助金 687万円 補助金

借入金 借入金

その他 その他 3,313万円

一般財源 422万円 一般財源

事業費 事業費

財
源

財
源

防 災 事 業 費 有 害 鳥 獣 捕 獲 対 策 費

担当課 担当課

　私たちの生活範囲内で出没の多い地域にクマＡＩカメラを
テスト導入し、市民により早く注意喚起する方法について検
証します。
　また、クマ出没時の緊急対応を想定した訓練や、実施に必
要な備品を購入します。

主
な
内
容

【新】クマAIカメラ試行導入費
【新】緊急銃猟を想定した射撃場での訓練
　　　弾薬購入費、施設使用料
【新】緊急銃猟用備品購入費
　　（ベスト、トランシーバー）

65
7

26

担当課 担当課事業費 事業費　

住宅・建築物安全ストック形成事業費 新 庁 舎 整 備 事 業 費

概
　
要

　災害が発生した場合、避難所におけるトイレや手洗い用の
水が不足することから、それを補うために市民交流プラザ付
近の消雪用井戸に停電時にも使用可能な手動式のくみ上げポ
ンプを設置します。
　また、災害時に配付する備蓄食料品の種類を増やし、高齢
者や子どもでも食べやすい備蓄食を充実させます。

主
な
内
容

【新】防災井戸整備費
【拡】防災備蓄食料品の充実

500
258

概
　
要

概
　
要

　地震で家が倒れにくくなるように補強する工事や、命を守
るための耐震シェルターの設置、危険なブロック塀の取り壊
し、風に強い瓦屋根への改修工事などに必要な費用の一部を
補助します。
　また、災害に強く、安心して暮らせるまちづくりを進める
ため、市が取り組む内容などについての計画を見直します。

主
な
内
容

木造住宅耐震改修設計・工事補助金、被災住
宅耐震改修補助金等
【拡】危険ブロック塀等の除却及び再設置
　　　に対する補助金
【新】富山型耐震シェルター設置補助金
【新】耐震改修促進計画の見直し業務

556

30

60
463

財
源

概
　
要

　現在の小矢部市役所は、令和６年１月1日に起きた能登半
島地震で大きな被害を受けました。そのため、これからの大
きな災害に備えて、防災の拠点となる新しい庁舎を整備しま
す。令和８年度は、新庁舎の建設を始めるとともに、工事期
間中の来庁者用臨時駐車場を整備します。また、不足する公
用車用の駐車場用地を購入します。

主
な
内
容

【拡】新庁舎整備工事費(建築,機械,電気）
【拡】新庁舎整備工事監理委託費
【拡】庁舎駐車場用地購入費
【拡】事務費等

265,292
3,070
1,063

428

財
源

安全安心なくらしの実現（一日も早い復旧・復興を目指して）

26億9,853万円

26億6,540万円
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定住支援課 282万円 定住支援課 3,720万円

補助金 193万円 補助金

借入金 借入金

その他 その他

一般財源 89万円 一般財源 3,720万円

商工立地振興課 1,000万円 観光課 205万円

補助金 補助金

借入金 借入金

その他 1,000万円 その他

一般財源 一般財源 205万円

事業費 事業費

財
源

財
源

事業費 事業費

財
源

財
源

主
な
内
容

【拡】大型イベント
　〇　異業種交流イベント
【拡】少人数イベント
　〇　スキルアップセミナー

85
84
51
62

定 住 促 進 対 策 事 業 費

担当課

概
　
要

　新婚世帯や市外から転入した世帯が住宅を取得された場合
に助成金を交付し、小矢部市に長く住み続ける方を支援しま
す。
　また、令和８年度からは、奨学金の返還額の一部を助成す
ることで、卒業後に市内に居住する若い世代を支援します。

主
な
内
容

　〇　定住促進住宅取得助成金
　　（新婚：100万円　転入：50万円）
【新】定住促進奨学金返還助成金

3,600
120

結 婚 活 動 支 援 事 業 費

担当課

概
　
要

　出会いの場を提供する婚活イベントや婚活のためのスキル
アップセミナーを、今年度から専門業者に委託し、より魅力
的な企画運営を行います。

主
な
内
容

　〇　音楽フェス開催補助金 1,000

観 光 推 進 費

担当課

概
　
要

　小矢部市を訪れる外国人観光客を増やすため、地域の飲食
店などを対象とした勉強会を開くことにより、旅行会社と連
携した食事メニューづくりを支援し、外国人を迎える準備を
整えます。また、外国人向けの観光ツアーにおいて、小矢部
市の観光の魅力を伝えるため通訳ができるガイドを派遣しま
す。

主
な
内
容

【拡】インバウンド誘客促進事業
　　（民間事業者向けインバウンド集客セ
　　　ミナー、インバウンド向け市内観光
　　　ツアー通訳案内士謝礼など）

205

商 工 業 振 興 対 策 費

担当課

概
　
要

　三井アウトレットパーク北陸小矢部と連携して行う音楽
フェスイベント「ONE PARK HANGOUT FES」の第２回
開催経費を支援します。

地方創生の推進による新たな定住人口、交流人口が溢れる地域づくり
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観光課 2,786万円 都市建設課 4,100万円

補助金 補助金 2,050万円

借入金 借入金 1,840万円

その他 その他

一般財源 2,786万円 一般財源 210万円

文化スポーツ課 45万円

補助金

借入金

その他

一般財源 45万円

概
　
要

　「ホッケーのまちおやべ」をより多くの人に知ってもらう
ため、のぼり旗を作製してPRしたり、小矢部市で開かれる北
信越高等学校選抜ホッケー大会の開催経費を補助します。

主
な
内
容

【新】のぼり旗作製費
【新】令和８年度北信越高等学校選抜
　　　ホッケー大会開催地補助金
　　　（令和８年11月 開催予定）

30
15

事業費

財
源

ス ポ ー ツ 振 興 事 業 費

担当課

概
　
要

　桜町から寄島西中野線との交差点付近までの区間につい
て、新しい道路を整備するため、具体的な形状や構造を決定
する詳細な設計作業を行います。

主
な
内
容

【新】都市計画道路桜町西中野線
　　　詳細設計業務

4,100

事業費 事業費

財
源

財
源

道の駅・地域振興施設等大規模改造事業費

担当課

市 営 街 路 事 業 費

担当課

概
　
要

　道の駅の改修や運営する事業者を選ぶ際に、工事内容や募
集条件などを具体的にまとめる必要があるため、専門的な知
識を持っている事業者のアドバイスを受けながら、スムーズ
に事業を進めます。

主
な
内
容

【新】業者選定アドバイザリー業務
　　　委託費

2,786

地方創生の推進による新たな定住人口、交流人口が溢れる地域づくり

小矢部市は、日本ホッケー協会から

「ホッケータウン」として認定を受

けているよ。
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DX推進課 397万円 生活環境課 9,310万円

補助金 補助金 9,310万円

借入金 借入金

その他 その他

一般財源 397万円 一般財源

教育総務課 2,577万円

補助金

借入金 1,540万円

その他

一般財源 1,037万円

主
な
内
容

概
　
要

　地球温暖化対策に取り組むため、太陽光発電設備やEV車
（電気自動車）等の整備・購入について助成します。

【新】Chrome対応電子黒板購入費
【新】教職員端末購入費
【拡】ICT支援員の配置費

1,373
346
858

財
源

概
　
要

概
　
要

①自治会で使える電子回覧板「結ネット」をさらに広めるた
め、自治振興会に運営費の一部を補助します。
②仕事をより効率よく進めたり、市民へのサービスをよくす
るため、「LoGoAIアシスタント」という自治体専用の生成
AIを導入します。
③働き方改革をさらに推進するため、テレワーク環境を再構
築します。

主
な
内
容

①【新】結ネット導入支援事業費補助金
②【新】LoGoAIアシスタント導入費
③【拡】テレワーク環境構築業務

57

114
226

　学習用端末のChromeBookへの変更に対応するため、電
子黒板及び教職員用端末をChrome対応した機器へ更新しま
す。また、引き続き情報教育の充実を図るため、ICT支援員
を配置します。

事業費

主
な
内
容

　〇　地域脱炭素移行・再エネ推進交付金
　　（重点対策加速化事業）

9,310

情 報 教 育 環 境 整 備 事 業 費

担当課

事業費 事業費

財
源

財
源

デ ジ タ ル 化 推 進 事 業 費

担当課

地 球 環 境 保 全 対 策 事 業 費

担当課

自治体ＤＸ・ＧＸ（ゼロカーボン）の推進
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行政マネジメント課 1億円 生活環境課 1,089万円

補助金 補助金 363万円

借入金 借入金 650万円

その他 その他

一般財源 1億円 一般財源 76万円

教育総務課 1億730万円 学校給食課 1億1,403万円

補助金 補助金

借入金 9,000万円 借入金 2,660万円

その他 その他 8,743万円

一般財源 1,730万円 一般財源

概
　
要

　今の給食センターの建物や設備が古くなっているので、こ
れからも安全で安心な学校給食の提供を続けられるよう、令
和9年度中の開業を目指して、新しい学校給食センターを整備
します。

主
な
内
容

【拡】工事監理業務委託料
【拡】備品購入費
【拡】旧給食センター解体費等

2,735
4,818
3,850

給 食 セ ン タ ー 施 設 整 備 事 業 費

担当課 事業費

財
源

概
　
要

①石動中学校をより長く安全に利用するため、外壁改修工事
と屋上防水工事を行います。
②市小中学校再編推進計画に基づき、令和18年度までに市内
中学校を１校へ統合するため、候補地の適地調査を行いま
す。

主
な
内
容

①【新】石動中学校外壁改修及び屋上防水
　　　　工事（第１期）
②【新】中学校再編候補地適地調査業務委
　　　　託料

10,000

730

事業費

財
源

中 学 校 管 理 運 営 費

担当課

概
　
要

　施設の老朽化や不便なところを解消するため、令和９年度
からの施設の改修に向けて、建物のレイアウトの変更などの
改修内容を具体的に設計します。

主
な
内
容

【新】再配置整備実施設計業務 1,089

事業費 事業費

財
源

財
源

公共施設等適正管理推進基金積立金

担当課

環 境 セ ン タ ー 管 理 費

担当課

概
　
要

　公共の建物や設備を長く大切に使ったり、また、必要に応
じてまとめたり、壊したりするための費用を計画的に積み立
てます。

主
な
内
容

【新】積立金 10,000

将来を見据えた公共施設の適正配置と長寿命化に向けて
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社会福祉課 869万円 健康福祉課 347万円

補助金 補助金

借入金 借入金

その他 その他

一般財源 869万円 一般財源 347万円

健康福祉課 362万円 議事調査課 660万円

補助金 補助金

借入金 借入金

その他 その他

一般財源 362万円 一般財源 660万円

概
　
要

　妊婦がRSウイルスに感染した場合、生まれてくるこどもが
重い病気になることがあるため、妊婦がRSウイルスに感染し
ないよう、予防接種を行います。

主
な
内
容

【新】ＲＳウイルスワクチン接種事業
　　　委託料
【新】事務費

360

2

概
　
要

①障害者基本法等に基づき、障害を持つ人が安心して生活で
きるよう「第８期障害者福祉計画・第４期障害児福祉計画」
を策定します。
②障害者支援施設マーシ園八乙女の移転新築に伴う、建設費
借入金返済費用の一部を負担します。

主
な
内
容

①【新】第８期障害福祉計画・第４期障害児
　　　　福祉計画策定費
②【新】障害者入所施設マーシ園八乙女建設
　　　　費償還負担金

503

366

事業費 事業費

財
源

財
源

障 害 者 福 祉 推 進 事 業 費

担当課

老 人 福 祉 対 策 費

担当課

概
　
要

　老人福祉法に基づき、高齢者が住み慣れた地域で安心して
生活できるよう「第10期小矢部市高齢者保健福祉計画」を策
定します。

主
な
内
容

【新】高齢者保健福祉計画策定費 347

事業費 事業費

財
源

財
源

感 染 予 防 費

担当課

議 会 運 営 費

担当課

概
　
要

  市議会議員の仕事量が増加していることや、市議会議員のな
り手不足を解消するため、次の市議会議員選挙後から、報酬
を月額５万円増額します。

主
な
内
容

【拡】議員報酬・期末手当 660

その他の新規・拡充事業等

令和８年度補正予算第１号
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職員数の状況
(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

　

（注） １　職員数は一般職に属する職員数である。

２　[     ]内は、条例定数の合計である。

(2) 職員数の推移

○令和８年度給与費明細(会計年度任用職員を除く）

22,308 2,032,310計 992,650 570,007 1,562,657 295,766 151,579

12,739 58,366

下水道事業会計 21,224 14,619 35,843 9,569 45,412

水道事業会計 27,709 17,918 45,627

千円 千円

一　般　会　計 943,717 537,470 1,481,187 295,766 151,579 1,928,532

千円 千円 千円 千円 千円

法定福利費 合　　計会 計 区 分
給　　与　　費

給　　料 職員手当等 計
共 済 費

負担金補助
及び交付金

254 252 251 250 252 253 250 250 252

265
259

263
258 258

261 261

220

240

260

280

300

320

340

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 7年度 8年度

○職員数の推移（毎年４月１日現在）

計画を上回る取組により、行財政改革大綱に定める目標値「平成26年度までに人口比１％の職員体制（300人）」
を早期に達成し、さらに平成22年度に策定した「新たな定員管理計画」に定めた目標職員数250人（平成26年４月
１日現在）も計画どおり達成することができました。

平成23年度以後、職員定数254人以内を維持しつつ業務を遂行してきましたが、国の制度見直しにより、常勤職員
である嘱託職員等を職員定数に含める必要が生じたため、令和２年度から職員定数を267人として定めました。今後
は、この職員定数を意識しつつ、多様化・複雑化する行政課題に対応するとともに、第７次総合計画に掲げる重要施
策を着実に遂行するため、適正な職員数を確保していきます。

資料編7年

対前年

令和８年 令和７年 令和６年 増減数

議　会 5 5 4

総　務 63 62 60 ＋1

税　務 13 14 13 △1

労　働 1 1 1

農・水 20 20 21

商　工 7 7 6

土　木 12 12 12

民　生 82 81 81 ＋1

衛　生 13 16 16 △３

小　計 216 218 214 △２

23 22 23 ＋1

239 240 237 △1

7 7 7

6 6 6

9 8 7 ＋1

22 21 20 ＋1

261 261 257

[267] [267] [267]

小　　計

合　　計

公
営
企
業
等
会
計
部
門

その他

水　道

下水道

職　　員　　数

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

教育部門

小　　計

14



　特別会計予算と公営企業会計予算の総額は95億2,508万円、対前年比7億6,944万円の増額（＋8.8％）
となっています。
※上記グラフでは、下から①公共用地先行取得事業、②国民健康保険事業、③後期高齢者医療事業、④下水
道事業（特別会計、R1まで）、⑤農業集落排水事業（R1まで）、⑥東部産業団地事業、⑦水道事業、⑧下
水道事業（企業会計）の順で表しています。

　Q1　予算規模はどのように推移していますか？

   令和８年度の予算額は、一般会計で183億7,640万円、対前年比19億7,230万円（12.0％）の増額と
なり、過去最大の予算規模です。特別会計（注１）と公営企業会計（注２）を合わせると279億148万円
で、前年度と比べ27億4,174万円（10.9％）の増額となっています。
　３度の激甚災害を乗り越え、災害に強い地域づくりを推進するとともに、未来を担うこども達への支援
を充実し、あたたかい子育て環境を実感できるまちづくりを推進していこうという思いを込め「確かな安
心、あったか子育て推進予算」と名付け、創意と工夫を凝らして令和８年度の予算編成を行いました。

資 料 編

※注１　特別会計とは、特定の事業に関する歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して別個に処理するために
　　　　設置された会計。公共用地先行取得事業、国民健康保険事業、後期高齢者医療事業、東部産業団
　　　　地事業の４事業。
※注２　公営企業会計とは、一般会計や特別会計と区別された事業会計。水道事業、下水道事業の２事業。
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29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

億円
特別会計予算及び公営企業会計予算
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億円 一般会計予算 183億7,640万円

95億2,508万円
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市税の税目別の割合

※令和６年度までは決算額、７年度以降は予算額を表しています。

※その他は、市たばこ税・軽自動車税・鉱産税・入湯税を表しています。

　令和８年度予算では、46億8,642万円の市税収入を見込んでいます。昨年度と比較す
ると、5,731万円の増額となります。
　主な税目は、小矢部市に住所を有する個人や事務所を有する法人等が納める市民税、土
地や家屋等を所有している人が納める固定資産税、そして市たばこ税となっています。
　市民税と固定資産税を合わせると市税全体の93.5％を占めており、この２つの税目が
基幹税であることが分かります。

資 料 編

　Q2　令和８年度の市税収入の内訳はどうなっていますか？

市民税(個人)

30.８%

市民税(法人)

8.5%

固定資産税

54.２%

市たばこ税

3.9％

軽自動車税

2.5%

入湯税、

鉱産税

０.１%

17.3 18.0 18.1 17.4 17.4 16.5 17.4 17.1 17.8 18.4

27.0 26.5 26.1 26.0 25.5 25.8 25.9 25.8 25.4 25.4

2.8 2.8 2.8 2.8 2.9 2.9 2.9 3.2 3.1 3.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

その他

固定資産税

市民税

億円

令和8年度予算 令和7年度予算

市 民 税 18億4,142万円 17億8,024万円
固 定 資 産 税 25億4,099万円 25億4,042万円
軽 自 動 車 税 1億1,811万円 1億2,235万円
市 た ば こ 税 1億8,500万円 1億8,500万円
鉱 産 税 10万円 10万円
入 湯 税 80万円 100万円

市 税 総 額 46億8,642万円 46億2,911万円

（＋5,731万円）

46.8億円

16



※ 令和６年度普通会計決算に基づく指標です。

※ ラスパイレス指数は、令和７年度総務省及び富山県が公表した数値。ただし、*の数値は全国市平均です。

6.2
47.4

ラスパイ
レス指数

92.1

98.7
98.0

将来負担
比率(％)

122.9

89.9

実質公債費
比率(％)

12.8

5.6
10.9

ラスパイレス指数
国家公務員の平均給与額を100としたときの、各自治体の地方公務員の平均給与額の水準を表し
たものです。

全 国 市 町 村 平 均

富山県市町村平均
0.49
0.54

【用語解説】

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

標準財政規模を基本とした額に対する一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の比率をいいま
す。一般会計の借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化
し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す比率であるともいえます。

標準的な行政活動を行うために必要な財政需要額に対する標準的な税収入などの割合を示す数値
です。この数値が高いほど財源に余裕があるとされています。

人件費、扶助費及び公債費などの義務的な経費に対して、地方税、地方交付税などの経常一般財
源収入がどの程度充てられるかをみる指標です。財政構造の弾力性を判断するものです。

標準財政規模を基本とした額に対する一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の比率
をいいます。１年間の借入金の返済額やこれに準じるものの大きさを指標化し、資金繰りの危険
度を示す比率ともいえます。

将来負担比率

93.8

小 矢 部 市

財政力指数

0.56

経常収支
比率(％)

88.9

【財政指標の比較表】

資 料 編

　Q3　小矢部市の財政状況は他市と比較してどうなっていますか？

　下記の図は、各財政指標について、富山県の市町村平均を100とした場合の小矢部市の水準を表していま
す。富山県内の市町村平均と比べ、小矢部市の実質公債費比率や将来負担比率は比較的高いため、健全度は
低くなっています。また、ラスパイレス指数（国家公務員給与額を100とした場合の給与水準）において
は、平均よりも低い水準でありますので、県内市町村平均に比べ給与水準が低い状態といえます。

*

0

50

100

150

200

財政力指数

経常収支

比率

実質公債費

比率

将来負担

比率

ラスパイ

レス指数

小矢部市（実線）
※富山県市町村平均を100とした

ときの比率で表した。

富山県市町村平均（点線）
以上
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小矢部市の財政指標を県内他市と比較してみました。

（富山県市町村支援課：普通会計決算市町村別一覧表（令和６年度））

（富山県市町村支援課：普通会計決算市町村別一覧表（令和６年度））

クローズアップ 主要な財政指標の比較

　財政力指数とは、市の財政需要額が市税など自前の収入でどれだけ賄われているかを示しており、いわばどれだけ自
給自足できているかの指標になります。各市町村の人口や面積を元に、一定の基準で算定された「基準財政収入額」と
「基準財政需要額」を元に算出しているため、規模の違うそれぞれの市の間で、基礎体力を比較する指標として使われ
ています。
　財政力指数が「1.0」以上であれば自主的な収入のみで運営することができますが、「1.0」未満であれば地方交付税
などによって足りない分を補うことになります。なお、県内には、財政力指数が「1.0」以上の団体はありません。

　主要な財政指標を比較してみましょう。

　経常収支比率とは、毎年決まって入ってくる収入「経常的収入」に対して、毎年決まって必要となる費用「経常経
費」がどれだけあるかを表した比率です。「経常的収入」には市税や地方交付税などがあり、「経常経費」には職員の
人件費や扶助費（生活保護法や児童福祉法等に基づく各種扶助の経費）、公債費（借入金の元利償還金）などがありま
す。
　「経常的収入」を多くの「経常経費」に充てなければならない状況になると、この比率は高くなり100％に近づいて
いきます。この比率が高いということは、財政構造の弾力性が失われているということを示しています。

0.80 

0.71 0.71 
0.66 0.64 0.62 0.57 0.56 

0.47 
0.34 

富山市 滑川市 高岡市 魚津市 射水市 黒部市 砺波市 小矢部市 氷見市 南砺市

財政力指数（県内10市比較）

96.3
94.1

92.5 91.0 90.6 89.9 88.9
87.5

85.6 85.5

南砺市 富山市 砺波市 魚津市 黒部市 射水市 小矢部市 氷見市 高岡市 滑川市

経常収支比率（県内10市比較） （％）
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小矢部市の健全化判断比率を県内他市と比較してみました。

（富山県市町村支援課：普通会計決算市町村別一覧表（令和６年度））

※ 実質公債費比率とは･･･

※ 将来負担比率とは･･･

（富山県市町村支援課：普通会計決算市町村別一覧表（令和６年度））

　標準財政規模を基本とした額に対する一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の比率をいいます。一般
会計の借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫
する可能性が高いかどうかを示す比率であるともいえます。

　標準財政規模を基本とした額に対する一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の比率をいいま
す。１年間の借入金の返済額やこれに準じるものの大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示す比率ともい
えます。

クローズアップ 財政の健全化判断比率の比較

　財政の健全化判断比率を比較してみましょう。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成21年４月から全面施行されました。
　この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健全化
や財政の再生等に必要な行財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の財政の健全化に資することを目
的としています。なお、公表が必要な指標は、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負
担比率（これら４つの指標を「健全化判断比率」といいます。）とされています。
　令和６年度決算に基づく健全化判断比率は、グラフのとおり、すべての市が早期健全化基準を下回ってい
ます。（なお、すべての市が黒字のため、実質赤字比率と連結実質赤字比率はありません。）

0.0 0.0 4.9

27.0

58.9
77.1 78.4

91.0
108.1

122.9

滑川市 南砺市 氷見市 砺波市 射水市 魚津市 富山市 高岡市 黒部市 小矢部市

将来負担比率（県内10市比較） （％）

4.9 

8.5 9.1 
9.5 

10.9 11.0 11.0 11.4 11.7 

12.8 

滑川市 射水市 富山市 南砺市 高岡市 魚津市 黒部市 砺波市 氷見市 小矢部市

実質公債費比率（県内10市比較）

早期健全化基準 25.0％

早期健全化基準 350.0％

（％）
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（富山県市町村支援課：普通会計決算市町村別一覧表（令和６年度）／「令和７年１月１日住民基本台帳人口」）

　地方債はあくまで借金（ローン）であり、その返済を避けることはできません。地方債の場合、後世にわ
たり市民が納める税金等がその償還（返済）財源となります。そのため、将来の人口や労働力人口などの見
通しを基に、将来過度な負担とならないよう、地方債残高を減らしていく努力が必要です。

資 料 編

　Q4　小矢部市の借入残高はどれくらいあるのですか？

　借入金に当たる地方債（市債）は、原則として① 文教施設、厚生・福祉施設などの公共施設の建設事業、
② 料金収入により償還の財源が確保される上下水道などの公営企業の事業、③ 突発的に発生した災害復旧
事業などの財源とする場合に限り、発行が認められています（この①から③を「建設地方債」といいま
す）。
　建設地方債に係る地方債残高は平成30年度以降の大谷・蟹谷こども園整備、新図書館整備、市民交流プ
ラザ整備等に係る地方債で大幅に増加しました。その後、令和２年度をピークに減少傾向でありましたが、
新庁舎整備事業をはじめとする激甚災害からの復旧・復興及び給食センター施設整備事業等により、借入残
高の増加を見込んでいます。
　市では、引き続き、借入額を抑制し、地方債の残高が小さくなるよう取り組んでいきます。また、借入に
あたっても、後年度の交付税措置の高いものを優先的に借り入れし、財政の健全化に努めます。

143.1 
161.0 

180.0 186.6 182.8 174.5 166.0 165.8 
180.2 

201.5 

129.8 

128.9 

128.6 

9.7 

8.7 

7.7 

18.5 

18.8 

19.1 

19.3 19.5 
19.6 

19.8 18.3 

18.5 

18.8 

135.5 133.6 
130.9 

127.1 121.7 
117.3 

111.2 

29年度末 30年度末 元年度末 ２年度末 ３年度末 ４年度末 ５年度末 ６年度末 ７年度末見込 ８年度末見込

億円

一般会計 下水道事業特別会計(～R1) 農業集落排水事業特別会計(～R1)

水道事業会計 下水道事業会計(R2～)

（312.9） （305.7）

74.1 72.8

60.3 59.5 57.2
52.7 52.1

42.8
39.2

27.0

黒部市 南砺市 氷見市 小矢部市 射水市 富山市 高岡市 魚津市 砺波市 滑川市

（万円）１人当たりの地方債残高（県内10市比較）

（316.0）
（301.1）

（317.4）
（335.4） （341.4） （335.9）

（325.0）

※（ ）の数値は合計です。

（331.5）
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※上記の「折れ線グラフ」は、令和７年度までの地方交付税決算額を示しています。

※上記の「棒グラフ」は、令和６年度までは各年度末の基金残高、令和７年度は残高見込を示しています。

（富山県市町村支援課：普通会計決算市町村別一覧表（令和６年度）／「令和７年１月１日住民基本台帳人口」）

 地方債残高は「借金の残高」、基金残高は「貯金の残高」を表しているといいます。突出して多い南砺市を
除き、どの団体も借金の残高に比べて、小さな貯金の残高となっていることが分かります。

資 料 編

　Q5　小矢部市の基金残高はどれくらいあるのですか？

　小矢部市（一般会計）の貯金に当たる基金のからの推移は、次のようになっています。
　近年は、新庁舎整備等の大型事業に備え、着実に積立てを行ったことにより基金残高が増加傾向にあり、
令和７年度末残高は28.8億円と見込んでいます。
　市町村の財政状況は急激に改善するものではありませんが、引き続き、行財政改革を着実に推進していく
など継続した取組が必要です。
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29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度見込

億円

地方交付税

財政調整基金

その他特定目的基金

減債基金

（13.0）

（8.3） （7.8）

54.0 

24.8 23.5 

15.0 
13.3 13.0 

9.3 7.7 
6.7 6.2 

南砺市 氷見市 滑川市 砺波市 魚津市 射水市 小矢部市 黒部市 富山市 高岡市

（万円）

※用語の説明

その他特定目的基金 上記以外の特定の目的のために積み立てられている積立金をいいます。

財政調整基金 年度間の財源の不均衡を調整するための積立金をいいます。

減債基金 公債費（借入金の元金利子）の償還を計画的に行うための積立金をいいます。

１人当たりの基金残高（県内10市比較）

（10.5）

（22.9）（21.3）

（11.1）

（28.8）

（25.9）
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